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津山市　内田　健治さん（和牛繁殖）

〔家保のページ〕
　岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課の近況をご紹介します
　　　岡山家畜保健衛生所 14

〔共済フレッシュさん〕
　転職からもうすぐ一年を迎えて
　　　備中家畜診療所備北出張所　安藤　明日香 16

〔畜産現場の声〕
　内田畜産５年目の挑戦～北海道全共を目指して～
　　　津山市　つやま和牛牧場　内田畜産　
　　　　　　　　　　　　　　　内田　健治 17

〔生乳検査NOW〕
　生乳検査NOW：令和７年度上半期
　　　（一社）岡山県畜産協会生乳検査センター 18

新年にあたってのご挨拶
　　　（一社）岡山県畜産協会
　　　　　代表理事会長　中塚　陽二郞 1

年頭の挨拶
　　　岡山県農林水産部畜産課
　　　　　畜産課長　森分　哲彦 2

〔令和７年度座談会〕
　耕畜の橋渡し役コントラクターと考える
　中山間地域の飼料生産と農地保全
　　　（一社）岡山県畜産協会 3

〔家畜衛生〕
　家畜伝染病対策について
　　　岡山県農林水産部畜産課 10

〔技術のページ〕
　牛の発情発見のポイント
　　　農林水産総合センター畜産研究所 12

生乳集荷の「安全・安心」な輸送業務に取り組んでおります。
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謹　賀　新　年

腐植・フルボ酸で
畜産のあらゆる課題を解決！
腐植土とは

落葉樹の落ち葉と有機物と無機物が約8,000年もの間地中に埋蔵
され、発酵と熟成を繰り返して生成されました。フミン酸、フル
ボ酸、天然ミネラル、アミノ酸、ビタミン、有用菌などを豊富に
含むユニークな土壌です。フミン酸、フルボ酸の化学構造や種々
の性質は未解明な部分も多い神秘的な物質です。 ▲ 腐植ペレット

▼ 腐植粉剤

排水処理
浄化促進･悪臭防除･汚泥改質

補助飼料
発育促進･飼料節約･疾病防止

堆肥
無臭化･発酵促進･土壌改良

飲水改善
水質改善･発育促進･疾病防止

〒143-0016  東京都大田区大森北2-3-16 第一かぎわだビル4F
TEL : 03-5493-2771 FAX : 03-5493-2776 MAIL :info@enzyme.co.jp
担当：末吉（090-5704-0011)
HP : https://www.enzyme.co.jp/



会 長　藤原　雅人

安全・安心な肉用牛・肉豚・鶏卵の生産農場

岡山JA畜産グループ

謹　賀　新　年

新見市哲多町田淵１６２６番地の１

岡山JA畜産株式会社 代表取締役 梶田　謙二

新見市哲多町田淵１６２６番地１

有限会社 哲多和牛牧場 代表取締役 谷田　　宏

畜産
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新年あけましておめでとうございます。
皆様には、健やかな新年をお迎えのこと
と心からお慶び申し上げます。また、旧
年中に賜りましたご厚情に深く感謝いた
します。

昨年は、皆様ご承知のとおり自民党総
裁が代わり、女性初の高市総理のもと新た
な内閣が発足したところであります。農業
政策についても、鈴木農林水産大臣には

「生産者が先を見通せる農政を実現したい」
との力強いお言葉をいただいたところであ
り、農林水産業が持続可能な産業として、
食の安全安心、安定供給を通じて国民の豊
かな暮らしに貢献できるよう、万全の対策
を講じていただければ幸いです。

さて、令和７年11月28日付けで公表さ
れた2025年農林業センサス結果の概要（概
数値）では、農業経営体数は、2020年と
比較して23％減となり、高齢化等による
個人経営体の減少が加速しています。一
方、好条件地では法人経営体が増加して
おり、規模拡大が進展していることも見
受けられます。

高齢化や若者の都市部流出で農業の担い
手が減少する中、農山村地域の生活基盤の
維持、活性化のためにも、地域全体で話し
合い、一致団結して課題に取り組むことが
望まれます。

畜産業においても、規模拡大等により生
産性向上を図る意欲のある経営体を育成し

ていくことが重要であり、他産業並みの収
益を確保できる環境づくり、担い手が希望
をもてる実効性のある対策を国には明確に
示していただきたいと願っています。

畜産協会としましては、飼料価格や諸経
費が高騰し経営状況が悪化する家族経営体
を中心に、経営診断を通じて生産コストの
低減や生産性向上の取り組みを支援すると
ともに、適切な融資計画、畜産クラスター
等の各種補助事業への支援、価格安定対策、
ワクチン接種による疾病発生防止等に引き
続き努めてまいります。

また、国や県、JAグループ等とも連携
を密に、担い手の確保、女性の経営参画推
進、県産畜産物の消費拡大、適正価格への
理解醸成などに取り組んでまいります。

本年が、畜産業の発展と、皆様にとって
希望ある輝かしい年となりますよう心から
ご祈念申し上げます。

　　　　新年にあたってのご挨拶

一般社団法人岡山県畜産協会
代表理事会長  中塚　陽二郞
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新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては新年を健やかに

お迎えのことと、心からお慶び申し上げます。
また、旧年中は県畜産行政の推進に格段

の御理解と御協力をいただき、誠にありが
とうございます。

昨年を振り返りますと、10月に北海道で
開催された第16回全日本ホルスタイン共進
会第18部（ジャージー種未経産）において、
岡山県からの出品牛が優等賞１席を勝ち取
るという喜ばしい出来事がありました。

一方家畜衛生の分野では、懸念されてい
たランピースキン病の発生はありませんで
したが、豚熱が10月の群馬県での発生でつ
いに国内100例目に達しました。県内でも
野生イノシシで本病の発生が確認されて以
降、感染確認区域が県下の広い地域に拡大
しており、養豚場内へのウイルス侵入リス
クが高い状態が続いています。高病原性鳥
インフルエンザについても10月には北海道
の養鶏場で発生し、その後も複数の発生が
確認されており、今冬も予断を許さない状
況となっています。日頃からこれらの家畜
伝染病の発生予防に努めているところです
が、万一の発生時には関係者の皆様方の
御協力が必要となりますので、よろしく
お願いいたします。

さて、岡山県の畜産業は県内農業産出額
の約５割を占める基幹部門ですが、人口減
少による国内市場の縮小や労働力不足、飼
料価格高騰など国際情勢の影響による生産
活動の低下に加え、主食用米の高騰によ
る稲ＷＣＳ等水田飼料作物の生産量減少な
ど、依然として厳しい状況が続いています。

県ではこれらの課題に的確に対応するた
め、「第４次晴れの国おかやま生き活きプ

ラン」、「おかやま農林水産プラン」等に基
づき、新規就業者の確保・育成、生産基盤
の維持・強化、生産性の向上、家畜衛生対
策、畜産環境保全対策、新技術の開発及び
普及等を総合的に展開することで、安全で
高品質な畜産物の安定供給に努めていると
ころです。

また、生産された県産畜産物の需要拡大
のため、「おかやま和牛肉」、「岡山市場発Ｆ1
牛肉清麻呂」及び「ジャージー牛乳・乳製品」
をはじめとする県産畜産物のブランド化や
消費拡大対策も引き続き推進しています。

昨年４月には国の「酪農及び肉用牛生
産の近代化を図るための基本方針」が示さ
れました。今回の基本方針では５年後の令
和12年度を目標年度として、生乳や牛肉の
需要拡大への取組と需要に応じた生産の推
進、国産飼料の生産・利用拡大などの方針
が示されています。これを受け、県として
は本県畜産の目指すべき姿を描く県計画を
令和７年度内に策定し、地域の実情に応じ
た畜産業の持続的な発展や経営基盤の強化
に向けた取組を積極的に進めてまいりたい
と考えています。

こうした取組は生産者と関係者、行政が
連携して取り組んでこそ効果が表れるもの
であり、皆さま方にはより一層の御協力と
御支援をお願いいたします。

最後に、令和８年は午年です。前へ駆
けるようなエネルギーを象徴する午年は、
チャレンジや飛躍にぴったりの年とされて
います。この午年にあやかり、厳しさが続
く畜産情勢の中にあってもこの難局にチャ
レンジし、力強く飛躍する年になりますよ
う皆様の御健康と御多幸を心から祈念申し
上げまして、年頭の挨拶といたします。

年頭の挨拶

岡山県農林水産部
畜産課長  森分　哲彦
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本県の農地面積は中山間地域を中心に、農家の高齢化や担い手不足等により減少してい
ます。農地を維持し有効活用することは、食料生産にとどまらず、地域社会や文化の維持・
継承に不可欠であり、農地保全には地域全体での一体的な対策が求められます。

このような中、本県では、コントラクターの協力のもと、耕畜連携による稲ＷＣＳ等の
飼料作物の生産・利用を推進してきました。その結果、稲ＷＣＳ等は水田農家の転作作物
として、また、畜産農家にとって輸入飼料の代替として定着してきています。

　そこで、中山間地域における今後の耕畜連携による飼料生産と農地保全の方向性を検
討するため、耕畜の橋渡し役を担うコントラクターとともに意見交換を行いました。

 出席者（敬称略）
三上　晴久（新見市　コントラクター）
石原　聖康（津山市　コントラクター）
髙山　勝好（津山市　コントラクター）
田邉　晃次（津山市　耕種農家）
永禮　淳一（津山市　酪農家）
有元　　弾（晴れの国岡山農業協同組合）
檜尾　康知（おかやま酪農業協同組合）
岡田　英樹（岡山県農林水産部畜産課）
朝倉　麻由子（岡山県農林水産部畜産課）
藤原　裕士（（一社）岡山県畜産協会）

【座長】
池見　　亮（（一社）岡山県畜産協会）

【開会挨拶】
　　　　　　　　藤原：本県は耕地面積の

うち、中山間地域が57.5％
を占めており、条件不利
地域でいかに農地を維持
していくかが大きな課題
である。稲ＷＣＳはコン

トラクターによる収穫体制のもと、津山地
域で平成12年から生産が始まり、転作作物
として中山間地域を中心に定着している。
現在、主食用米価格が上昇し、水田政策の
見直しが検討されている中、耕畜の橋渡し
役を担うコントラクター、耕種農家、畜産
農家、関係機関の皆様とともに、農地減少
が進む中山間地域における、今後の耕畜連
携による飼料生産と農地保全のあり方を考
えたい。皆様には、それぞれの立場や業務
から感じている事や考えている事について、
率直な意見をいただきたい。

【自己紹介】
石原：アグリアシストシステム（株）の代
表で、岡山県コントラクター協議会の会長、
美作地域コントラクター協議会の会長をし
ている。また、津山市の酪農家でもある。
三上：（株）ウエストカントリーの代表。新
見市を中心に稲ＷＣＳの収穫作業をしてい
るが、令和６年から津山地域の収穫も行っ
ている。新見市の建設業者、西村工業（株）
の代表を務めている。
髙山：美作地域コントラクター協議会の副
会長、津山地域飼料生産コントラクター組
合の組合長、綾部コントラクター組合の組

一般社団法人岡山県畜産協会

耕畜の橋渡し役コントラクターと考える
中山間地域の飼料生産と農地保全

〔令和７年度座談会〕
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合長、（農）綾部西の組合長等を務めている。
おかやま酪農業協同組合退職後、退職前か
らも含めて地域の中で色々な活動しており、
毎日忙しくさせてもらっている。その中で、
コントラクターや稲ＷＣＳを重点的に取り
組んできた経験がある。
永禮：津山市で酪農をしている。もう一つ、
隣に座っている田邉さんとともに、耕種農
家と畜産農家６人で農地を有効活用し、農
産物の生産販売を行う（一社）ＬＡアライ
アンスの代表を務めている。
田邊：（株）いきこと農場の代表。米、麦、
大豆を中心に18haで生産している。農地は
加茂町にあり、中山間地域というより山間
地域。地域の中では、農地の保全管理をど
うするか議論になっており、牧草や稲ＷＣ
Ｓによる粗放的管理で農地保全ができない
か、日々考えている。
有元：晴れの国岡山農業協同組合の勝央ア
グリセンターに勤務。勝英コントラクター
組合の事務局を４年間務めた。自分の家で
は、和牛繁殖農家として稲ＷＣＳを利用し
ている。
檜尾：おかやま酪農業協同組合の組合長。
おからくとしては、稲ＷＣＳの事業に直接
関わるのは難しい立場。耕種農家と畜産農
家の橋渡しという部分で、なかなかお役に
立てていないと感じている。おからくの中
期の目標としてＴＭＲセンター設立を考え
ており、それに向けて近隣のコントラクター
の方にお願いして、稲ＷＣＳやトウモロコ
シ等を利用する段取りを考えており、その
時はご協力をお願いしたい。
朝倉：県庁畜産課で自給飼料を担当。皆様
の意見を聞かせてほしい。
岡田：県庁畜産課で今年から生産振興班長。
平成20年から４年間、県庁で自給飼料を担
当していた。その頃は今と同じように飼料
価格が高騰した時で、髙山さんや石原さん

と、稲ＷＣＳをしっかり作ろうと話をしな
がら、津山コントラの収穫機導入や、アグ
リアシストの設立・収穫機導入に関わって
きた。今日は、当時からの状況の変化を考
えながら意見を伺いたい。
池見：今回は、コントラクター協議会会員
のうち、県北の中山間地域で活動されてい
るコントラクターに参加いただきました。

【岡山県の耕畜連携推進の取組】
池見：耕畜連携のための県の取組を説明い
ただきます。
　　　　　　　　朝倉：本県の稲作面積は、

主食用米の作付面積が
900ha増加した令和７年も
含め減少が続いている。
主食用米の増加により、
飼料用米は74％減少した。

稲ＷＣＳは11％の減少で減少幅は小さく、
耕畜の顔が見える関係性を築いた成果と考
えられる。今後、主食用米面積の減少が見
込まれる中、農地保全のため、耕畜連携に
よる稲ＷＣＳ等の飼料作物の推進が今まで
以上に重要。県では、関係機関の役割を示
した「耕畜連携フロー図」を、県の組織、
ＪＡ、地域農業再生協等で共有し、各地域
で耕畜のマッチング支援や顔合わせの場づ
くりに取り組んでいる。支援事例として、
畜産農家が少ない総社で生産する稲ＷＣＳ
を新見の畜産農家が利用するため、それぞ
れの地域のＪＡや県民局、普及センターが
参集し、毎年話し合いを行っている。直近
の事例としては、畜産農家の経営中止によ
り、稲ＷＣＳの販売先を探していた耕種農
家と畜産農家のマッチングを行った。

【�コントラクターが抱える課題】
池見：中山間地域では、耕畜連携による飼
料生産が定着してきていますが、収穫を担
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うコントラクターは機械更新、人材不足、
農地分散といった課題を抱えています。こ
の状況を教えて下さい。
　　　　　　　　髙山：津山コントラの収

穫機１号車は、日本で最
初に導入された機械。転
作が始まってから、耕畜
連携により、転作を粗飼
料生産にいかに利用する

か、畜産が生き残るために粗飼料を近隣で
いかに確保するかを考えてきた。輸入粗飼
料価格の高騰により、全国的に稲ＷＣＳの
拡大が推進され、コントラクター組織が増
加・拡大してきた。今の問題は、主食用米
価格の上昇で、条件のいい農地で生産され
てきた稲ＷＣＳが減少していること、そし
て、中山間地域は後継者がいない高齢農家
が多く、どんどん圃場が荒れていること。
収穫は１ha以上の団地を条件としているが、
農地が分散しコントラクターの作業性が悪
くなっている。また、小さな圃場で大きな
機械を使う難しい作業を行うが、通年業務
がない。受託料金は上げていないが、本体
価格や修繕費、燃料費が上がっている。そ
のような中、畜産農家に粗飼料を安定的に
供給するため、昔からある組織は、機械の
老朽化、オペレーターの人員確保を含め、
コントラクターの活動をどう維持していく
か考えなければならない。
　　　　　　　　石原：コントラクターの

課題は、どこも機械の老
朽化。機械が特殊なため、
修理費が莫大。小さな修
理でも何十万、大きな修
理だと何百万も掛かる。

耐用年数の７年も持たず、５年でガタが来
て、７年目になるとオーバーホールが必要。
機械が壊れると次がない。機械が原因で将
来的に継続が困難なコントラクターもある。

新しいコントラクター組織ができてくれれ
ば非常にうれしいが、個人的な考えでは、
コントラクター組織を県で一本化し、各地
域に支部を置くのがいい。
池見：地域内の連携には何が必要でしょう
か。
石原：稲作農家の経営面積は目一杯。高齢
化で稲作経営者が減っていくと、集落営農
等の団体への農地の割り当てが増えていく
が、農地の拡大には限界がある。そうする
と分業化が必要で、コントラクターは飼料
作物の収穫を担っているが、今後は飼料作
物を生産する組織が必要。
三上：今年、新見の稲ＷＣＳの作付が８ha
減った。中山間地域であ
り１つの圃場が狭く、多
くの圃場で作業しなけれ
ばならない。昨年から津
山で収穫をして感じたが、
新見は稲が小さく収量が
少ない。新見も長茎品種が生産されており
地域によっては大きくなるが、大きくなら
ない地域もあり、そのような地域は生産を
止め主食用米に移行する。稲ＷＣＳの生産
は交付金だけでは賄えないから、コントラ
クターの作業料金を安くしてくれと言われ
ることもある。他のコンタラクターも同様
だと思うが、資材代も上がっており受託料
金を下げるのは難しい。石原さんと同じく
機械の問題もあり、去年収穫機を導入して
おり稼働率を上げなければならないが、機
械の調子がいいのは３年までと考えている。

【法人による農地保全】
池見：永禮さんと田邉さんは（一社）ＬＡ
アライアンスを設立し、飼料生産や農地保
全を行っていますが、取組内容や課題を教
えて下さい。
永禮：ＬＡアライアンスは農地集積して農
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　　　　　　　　 産物を生産する法人。中
山間地域では農地を集積
しなければ、全ての効率
が上がらない。例えば、
牧草と水稲を生産する農
地が交互にある場合、水

張り等で非常に効率が悪い。そこで、法人
に農地を集約し、農地のゾーニング、作付
の棲み分けをすることを目的に、違う作目
が並んでいる圃場を牧草、稲ＷＣＳ、主食
用米等の農産物を考えながら集約化した。
粗飼料生産については、私達畜産農家は安
い方がいいが、経費が上がる中、耕種農家
は安く販売すると継続できず、いずれは耕
畜ともに立ち行かなくなる。どこに焦点を
当てれば、お互いがお互いのために生産を
継続して行けるか、まだ答えが出ていない
が、常日頃、耕種農家との議論や研修で考
えている。
　　　　　　　　田邊：先日、亡くなった

人の圃場を３枚頼まれた
が、１枚１反で入口が狭
く、機械が入れなかった。
まとまっていれば、広い
入口も作れたのだが。Ｌ

Ａアライアンスで農地集積することで、農
地中間管理事業の集積協力金や基盤整備事
業を活用しやすくなる。稲ＷＣＳの交付金
８万円が継続すればよいが、先行きが分か
らない。コスト削減のため、基盤整備事業
に取り組まなければ生き残れないと思って
いる。私が住んでいる町内会は、ＬＡアラ
イアンスに農地を預ける予定で、20ha増え
る見込み。そこで基盤整備もできれば何で
も生産でき、永禮牧場からの稲ＷＣＳや牧
草生産の依頼もすぐに対応できる。今後、
中山間地域の農家数が減少し、農地の受け
手側がスケールするためには、水田なら水
田、牧草地なら牧草地としての基盤整備が
不可欠。耕種農家は飼料を作っても売り先

がなければ成り立たない。畜産農家からの
依頼をいただければ、経営に反映すること
ができるので、耕畜のマッチングは必要。
永禮：事業を使って農地の集積や基盤整備
を進めていかないと、中山間地域の農業は
リスクが大きい。
髙山：１反未満の圃場割合で生産性は大き
く変わる。農地の基盤整備には、地元にい
ない地権者の圃場整備の負担金をどうする
かの問題がある。また、負担金を払ってま
で粗飼料や稲ＷＣＳを生産するのか。中山
間地域の団地化や圃場整備にもっと国によ
る支援が必要。スイスのような農地保全に
より、機械が入れる圃場を作ってほしい。
田邊：地権者は負担金を支払うことに抵抗
がある。地元負担のない農地中間管理機構
の基盤整備事業があるが、土地利用型で粗
放的管理ができる作物にも活用できるよう
県からも後押しをお願いしたい。

【コントラクター活動の継続】
池見：コントラクターの組織体制や担い手
について、県域としてどう取り組むべきで
しょうか。
　　　　　　　　岡田：稲ＷＣＳの取組開

始以降、コントラクター
間の収穫作業の調整や情
報交換により、コントラ
クター間の連携強化を進
めてきた。これにより、

コントラクターが、津山から奈義に、新見
から津山に応援に行ける体制を整備してき
た。石原さんの提案のように、コントラク
ターを維持・継続するため、もっと大きな
組織が必要ではないか。ＬＡアライアンス
のように生産自体を行ってはどうか。
石原：組織を大きくするだけではなく、通
年作業を確保しないと成り立たない。収穫
時期作業だけではオペレーターが確保でき
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ない。小さな組織では農地の確保やオペレー
ターの確保に限界がある。大きな組織で通
年作業を先に確保すれば、その後人員を確
保できる。
髙山：通年作業がないところに雇用はない。
稲ＷＣＳにトウモロコシや牧草を加えても、
収穫機の稼働は数ヶ月。２ヶ月で60万円で
はオペレーターにはならない。何とかほか
の仕事をやり繰りしながらオペレーターを
してくれている。稲ＷＣＳの面積が減少す
るとオペレーターの確保もできない。国産
粗飼料を利用している畜産業を守っていく
ことが必要。中山間地域では農地を集積し、
用途に応じて団地化、基盤整備すれば、飼
料生産や農地保全ができる。この座談会だ
けでなく、全国区で話ができる人はもっと
発信しなければならない。
池見：奈義では農協がコントラクターの事
務局をされていますが、どのようにオペレー
ターを確保していますか。
有元：勝英コントラクター組合では、農協
から畜産農家に依頼してオペレーターをし
てもらっている。６人に登録してもらって
いるが、牛を飼いながらの収穫作業なので、
人員が足りないこともある。
池見：おかやま酪農業協同組合に事務局が
ある酪農ヘルパー組合にオペレーターとし
て協力いただくことはできないでしょうか。
檜尾：ヘルパーや牛検の検定員も人員が不
足している。飼料作物は適期収穫しないと
意味がなく、その時に手が空いているかの
問題がある。また、朝夕の作業に加えて機
械のオペレーターをすると、一日の労働時
間が長くなり過ぎる。
田邊：どこも人材不足。耕種農家としても
収穫時のコンバインだけをしてくれる人は
いない。無理にでも仕事を作って年間雇用
するしかない。ＬＡアライアンスを設立し

た理由の一つは、人を雇用して育てないと
継続できないという危機感。ＬＡアライア
ンス内でグループを組んで事務員や作業員
を雇用して、農繁期にオペレーターとして
メンバーに派遣している。

【農協による耕畜連携の取組】
池見：奈義では農協が耕畜連携の中心となっ
ています。その取組内容や課題をお願いし
ます。
　　　　　　　　有元：稲ＷＣＳを生産し

ているのは畜産農家と繋
がりの深い人が中心で、
多少は米の価格が上がっ
ても作ってくれている。
60 ～ 70歳代を中心に頑

張っているが、10年後、農地と後継者をど
うするかが課題。奈義町では稲ＷＣＳの生
産者が減少しており、来年はさらに減少す
ると聞いている。稲ＷＣＳを確保できない
畜産農家がいる中で、勝英コントラクター
組合として新しい取組を始めた。汎用型飼
料収穫機で５年ほど前から青刈りとうもろ
こし、今年から試験的にソルゴーを始めた。
以前からある収穫機でも、稲ＷＣＳ以外の
何かできないか検討している。
石原：和牛用に麦ＷＣＳなら収穫できる。
麦稈に栄養分がないから、乳牛には栄養が
足りない。
永禮：ＬＡアライアンスのメンバーの一人
が、収量を増やすために、主食用米の裏作
で粗飼料用の小麦を試している。播種は11
月で収穫は４月前半。米は直播するので、
麦が実ってからの収穫では間に合わない。
裏作をイタリアンにすると早刈りで水分が
多くなってしまう。生産物は畜産農家が引
き受けてくれないと継続しないので、畜産
農家と耕種農家のマッチングが課題。
田邊：エン麦でなく小麦なのは、ブラン
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ド化している津山小麦を牛に繋げるため。
津山和牛は津山小麦のふすまを飼料利用
しているが、将来的に茎葉の飼料利用に
よりブランド化をさらに進めたいという
思いがある。
髙山：５年くらい前から稲ＷＣＳと麦の二
毛作に取り組んでおり、二毛作は可能。麦
の茎葉を収穫後、稲ＷＣＳの直播はできる
が、難しいのは作業が連続すること。
池見：広島県では、酪農協がＴＭＲセンター
を運営しており、契約栽培した稲ＷＣＳを
収穫し、ＴＭＲの原料として購入していま
す。参考にできないでしょうか。
　　　　　　　　檜尾：国の政策の変更に

より、水田活用の交付金
が減少し、稲ＷＣＳの生
産者が減ることが一番不
安な部分。広島のＴＭＲ
センターでは原料の20 ～

25％が稲ＷＣＳ。ＴＭＲセンターは原料の
購入価格が上がると割に合わない。コスト
削減は農地集積が一番現実的で、総合農協
を含めて考えなければいけない。ＴＭＲセ
ンターができれば、生産物はおからくが引
き受けるので、コントラクターは収穫作業
に集中できる。また、ＴＭＲセンターの設
立は早くて３年後と考えているが、その間
に酪農家が減ると意味がなくなる。本年度
は５戸が離農したが、これから３月までは
離農がない。今までで離農が最も少なく、
離農は止まりつつあると思っているが、酪
農家が減少すると集乳車の運営も厳しくな
る。おからくとしては、いかに酪農経営を
存続させるか、第３者継承を含めて酪農家
が上手に生き残る方法を考えないといけな
い。

【耕畜のマッチング】
池見：耕畜連携には生産・利用のマッチン

グが重要ですが、推進するために何が必要
でしょうか。
石原：農家の耕畜連携と併せて、推進する
関係機関内、関係機関間においても耕畜が
連携し、マッチング支援の窓口を一本化し
てほしい。
池見：マッチングが機能している地域もあ
りますが、その要因は何でしょうか。
三上：新見のマッチングはＪＡ主体で上手
くいっている。新見市では、ＪＡが耕種農
家、コントラクター、畜産農家の窓口となっ
ている。また、ＪＡ等で構成する技術者連
絡協議会で、情報共有や防除指導、収穫日
の調整を行っている。
有元：奈義町では、ＪＡが勝英コントラク
ター組合の事務局として、新見市と同様に
窓口となっており、マッチングや収穫作業
スケジュールの調整を行っている。
池見：畜産農家が減少する中、畜産農家が
いない地域や集落もあり、広域でのマッチ
ングの調整も必要ではないでしょうか。
岡田：マッチングの基本は地域単位で、地
域内で堆肥を含めた資源循環を確立するこ
とが基本。マッチング体制が整ってない地
域は県民局の畜産班が中心となり個別対応
する。広域では運賃も掛かるので、まずは
地域内でのマッチング。
藤原：地域内は基本だが、地域のマッチン
グのみで進めていくといずれは萎んでしま
う。大きなフレームは必要。
岡田：マッチングが必要なときは、原点に
立ち返って「耕畜連携推進フロー図」を回
していく。逆に耕種農家が少ない地域もあ
り、地域を超えたマッチングが必要な時は
県民局間で連絡を取り合う。
檜尾：マッチングには、地区のＪＡの担当
とおからくの地域事務所長も集まって、情
報共有しないといけない。



9

【耕畜連携の継続】
池見：今年は主食用米価格が上昇しました
が、米価が変動するなかで耕畜連携を継続
するために何が必要でしょうか。
田邊：私達が大事にしているのは、「顔の見
える耕畜連携」。どこの誰か分からない関係
だと、すぐに切れてしまう。自分が作った
稲ＷＣＳを永禮牧場の牛がたくさん食べて
いるのを見るとうれしい。必要とされてい
るものを作りたい。今年も永禮さんが利用
する稲ＷＣＳを継続して生産した。
石原：顔の見える耕畜連携の大切さはその
とおり。酪農経営で稲ＷＣＳを利用してい
るが、本年も継続して耕種農家が生産して
くれている。
田邊：持続的な耕畜連携には、採算の取れ
る生産技術と基盤整備が必要。国産飼料を
使った畜産物や堆肥を使った農産物の価格
を高められるフレーム、そのためのサプラ
イチェーンとの連携が必要。乳業メーカー
と連携して、小さな取組からでもブランド
化等を考えていきたい。
有元：奈義町の肥育農家は、県内産稲ＷＣ
Ｓを利用しているホル牛肉でコープと取引
がある。
池見：輸入飼料価格の変動があっても、畜
産農家が国産飼料を継続して利用するため
には何が必要でしょうか。
永禮：輸入粗飼料価格は乱高下してきたが、
過去にない値上がり。田邉さんと同じで、今、
耕種農家に飼料作をお願いして、輸入粗飼
料が安くなったら止めるのか、それでは関
係性を維持できない。耕畜連携にはお互い
の信頼関係が必要。

【おわりに】
池見：耕畜連携による飼料生産と農地保全
の取組や課題について、それぞれの立場か

ら様々なご意見をいただきました。キーワー
ドだけでも、コントラクター組織の一本化、
マッチング支援体制、農地の集約・団地化、
基盤整備、新たな飼料作物、ＴＭＲセンター
の設立、飼料作物によるブランド化、顔の
見える耕畜連携等、多岐にわたります。こ
れらは耕畜連携やマッチングを推進する誰
かではなく、農業に関わる全ての人が考え
なければいけません。そして、これらにつ
いて、耕種農家や畜産農家、コントラクター
の皆様、耕畜の関係機関と継続して検討し
ていく必要性を感じています。

【閉会挨拶】
岡田：今日の話を聞いて感じたことは、１
つ目に、中山間地域の農地保全には、農地
集積、団地化が必要であること。近年稲Ｗ
ＣＳの団地化の取組が薄れてきているが、
コントラクターの収穫作業の効率化の問題
もあるので、もう一度呼びかけていく必要
がある。２つ目に、コントラクターの維持
については、機械の効率的な稼働や人材確
保、新たな作物の導入等、それぞれの組織
が工夫されていること。３つ目として再生
産可能な価格設定の必要性。マッチングを
進める上でも、耕種農家・畜産農家双方に
理解してもらった上で、飼料作物の価格や
コントラクターの料金を考えていく必要が
ある。４つ目にマッチングについては、顔
の見える耕畜連携が大切との話がでたが、
推進の方向性は間違っていないと感じた。
県民局を中心にもっと意見交換をしながら
マッチングを進めていく。５つ目にＴＭＲ
センターを核としたコントラクターの飼料
生産という提案もあったが、皆様と一緒に
体制を考えていきたい。今日いただいた意
見は施策に反映する等活かしていきたい。
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　高病原性鳥インフルエンザや豚熱など
家畜伝染病の発生が続いており、都道府
県には平時からの家畜の飼養者に対する
飼養衛生管理に係る指導と発生予防対策、
発生時の迅速なまん延防止措置が求めら
れています。
　今回、これら家畜伝染病の発生状況と、
本県の取組について紹介します。

１　高病原性鳥インフルエンザ
（１）国内における農場での発生状況
　今シーズンは12月10日時点で既に６事例
の発生が確認されています。
　発生６事例のうち４事例は再発の事例で
あり、過去に発生があった農場及びその周
辺農場については、他の地域と比較して発
生リスクが高いと考えられます。
　また令和７年１月には農場が密集する地
域において本病が続発したことから、こう
した地域では発生リスクが高いことを踏ま
えた対策が重要です。

（２）本県の取組等
　農林水産省は高病原性鳥インフルエンザ
対策パッケージを令和７年４月に公表し、
飼養衛生管理のさらなる強化を求めていま
す。本県においても専門家による研修会を
開催し、同パッケージの内容や鶏舎内への
ウイルス侵入防止を目的としたハエ対策や
塵埃対策（エアフィルターの設置）につい
て、より一層の対策の周知徹底を図ってい
ます（図１）。
　また、実効性のある埋却地の確保に向け、
今年度は20万羽以上飼養する４農場の埋却

候補地の試掘を行い、発生時に円滑に埋却
作業が実施できるよう備えています（図２）。

（図１）研修会の様子

（図２）農場での試掘の様子

　さらに、令和４年の県内での連続発生を
受け、殺処分等の防疫業務をより効率的に
行い、速やかに防疫措置を終了するよう検
討を行っています。
　本県では、茨城県が導入した捕鳥ラック
とコンテナハウスを用いた効率的な殺処分
方法を参考に、コンテナハウスに代わる
軽量で運搬しやすく、省スペースで殺処分
できる捕鳥ラックカバーを作成し、防疫演
習により殺処分方法の検証を行いました

（図３）。今後、実用化に向けて検討を重ね
ることとしています。

〔家畜衛生〕

家畜伝染病対策について
岡山県農林水産部畜産課
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（図３）防疫演習の様子

２　豚熱
（１）国内における農場での発生状況
　国内において、平成30年９月に岐阜県で
26年ぶりに発生して以降、農場で100事例

（R７. 10. ６現在）発生し、約43.5万頭殺処
分されています。

（２）本県の取組等
　令和３年度から県内の全ての飼養豚に豚
熱ワクチンの接種を行っています。
　また、野生イノシシの豚熱感染が確認さ
れた場合、速やかに全ての豚飼養農場に情
報を提供し、注意喚起するとともに、異常
豚等の早期発見・早期通報、野生動物の侵
入防止など飼養衛生管理基準遵守の徹底指
導を継続しています。
　発生時に備えた対策として、埋却作業が
円滑に実施できるよう、豚飼養農場におい
ても、埋却候補地の試掘を行っています

（９農場実施済み）。
　また、豚熱は
季節を問わず発
生することから、
防疫作業員の暑
熱対策方針を定
め、夏期の防疫
措置における作
業時間の見直し
や熱中症対策用資機材の備蓄を行い、安全
に作業できるよう備えています（図４）。

（図４）暑熱対策用冷風扇

（３）県内の野生イノシシ感染状況及び対策
　令和６年２月に、県内で初めて野生イノシ
シの豚熱感染が確認されて以降、これまで
に67頭確認されています（R７. 12現在）。
　豚熱感染が確認された野生イノシシの発
見・捕獲地点から半径10km圏内は、野生
イノシシ豚熱感染確認区域となり、この区
域内のイノシシの区域外への持ち出しやジ
ビエ利用については、自粛をお願いしてい
ます。
　また、野生イノシシに免疫を獲得させ、
発症を抑えることで豚熱のまん延を防止す
るため、市町村や県猟友会の協力のもと、
経口ワクチンを散布しています。

３　アフリカ豚熱
（１）発生状況
　国内での発生はありませんが、近隣諸国
での発生が確認されており、昨年10月に
は、これまで発生がなかった台湾で発生し
ました。

（２）本県の取組等
　台湾での発生を
受け、速やかに全
ての豚飼養農場へ
情報提供し、チラシ 
やホームページによ
る注意喚起を行っ
ています（図５）。

４　おわりに
　海外からの観光客が増加し、家畜伝染病
が国内に侵入するリスクも高くなっていま
す。今後は、これまで国内では発生してい
ないアフリカ豚熱など、近隣諸国で発生し
ている家畜伝染病にも備えた防疫体制を
整備していきたいと考えておりますので、
皆様の御理解と御協力をよろしくお願いし
ます。

（図５）啓発チラシ
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　繁殖成績は、和牛繁殖農家の経営を大き
く左右する要因の一つです。経営の収益性
を向上させるためには、分娩間隔を短縮す
る必要がありますが、最も基本となるの
が、まず発情を発見し、適期に授精するこ
とです。
　そこで今回、発情発見の基礎を見直し、
一例として当所で実施している発情発見方
法とともに紹介したいと思います。
　まず、牛の発情兆候は、表１に示す通り
ですが、スタンディング・マウンティング

（写真１）・咆哮・食欲低下・落ち着きがな
くなる等の行動の変化が見られます。

表１　主な発情兆候

写真１　スタンディングとマウンティング

　また、外陰部の腫脹や粘液の流出（写
真２）も認められます。

写真２　粘液の流出

　しかしながら、表２のように、牛が発情
行動を示す時間帯は、午前６時から夕方の
日中の割合が低く、行動時間もまちまちで
あるため、観察だけで発情を発見するため
には１日４回以上発情観察を行わなければ
ならないと言われています。

表２　発情行動を示す時間帯

発情牛の中でそれぞれの時間帯で発情行動を示した
牛の割合　　家畜人工授精講習会テキストから引用

　しかし、24時間発情を観察することは難
しいことから、牛の発情行動の変化を発見
するための便利なツールがあります。例え
ば、発情時の乗駕行動を検知するヒートマ

〔技術のページ〕

牛の発情発見のポイント
岡山県農林水産総合センター　畜産研究所　繁殖衛生研究グループ

性行動

　スタンディング（乗駕の許容）
　マウンティング（乗駕）
　咆哮
　落ち着き無く動き回る
　食欲低下

外陰部

　外陰部の腫脹
　粘液の流出
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ウントディテクターやテールペイント、発
情発見シール等が販売されており、農場の
牛舎構造や飼養形態によって使い分けるこ
とができます。
　当研究所では、和牛繁殖雌牛を約150頭
飼養していますが、種付けは主に40頭規模
のフリーバーン牛舎で行っています。その
牛舎では、発情発見補助器具として発情発
見シールを利用しています（写真３）。

写真３　発情発見シールと使用例

　これを牛の尾根部に貼付すると、スタン
ディング時に表面が削れてシールが赤色に
なるので、発情した個体を簡単に見つける
ことができます。種付け予定の雌牛に貼付
し、飼養者が毎日、朝と夕方２回シールの
色の変化を観察し、シールの全てが削れて、
赤色に変化した個体を種付け候補牛として
リストアップします。種付け担当者は、報
告のあった個体について直腸検査等により
発情確認を行い、発情の有無を判断しま
す。診断の結果、発情ならば人工授精又は
₁週間後に受精卵移植を実施します。

写真４　シールの色の変化（右全体赤）

　シールを観察するときの注意点として、
乗られすぎてシールごと剥がれてしまう個
体もいるので、床面に赤いシールが落ちて
いるときはシールのない個体を注意深く観
察する必要があります。シールの色の変化
は全体が赤いものから一部が赤いものまで
様々です（写真４）が、発情した個体では
シール全体が完全に赤くなる傾向が強いこ
とから、当所ではシール全体が赤くなった
場合のみを種付け候補牛としています。
　種付けを行った牛は、妊娠鑑定を種付け
後30日と60日に実施し、60日目のエコー所
見で胎子がみられた場合に妊娠確定として
シールをはがします。
　長期間シールの色が変化しない個体に対
しては検診を実施して卵巣が周期を営んで
いるか確認し、必要に応じて治療を実施し
ています。
　令和６年度の当研究所における和牛の受
胎率は46.5％（受胎99頭／授精213頭）でし
た。受胎した99頭のうち75頭（76%）はシー
ルにより発情を発見しており、当所では非
常に有用な発情発見ツールとして利用して
います。
　また、このシールは発情発見をすること
により、牛群の飼養管理がうまくいってい
るか判断することもでき、夏期や飼料の変
更時等で体調不良となると発情行動も弱ま
るため、給与飼料が適正なのか、暑熱や感
染症の影響なのか等も観察できるものと思
われます。
　自分の農場にあった発情発見ツールを利
用して、分娩間隔短縮による収益性向上を
目指しましょう。

0％ 100％赤割合
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１　業務概要
　岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課は、
所長のもと６名体制で業務を遂行していま
す。県内で発生した家畜疾病について病理、
細菌、ウイルス、生化学部門の職員が各々
の知識と経験を生かして診断を行っていま
す。また、家畜疾病についての調査研究や、
県全体の病性鑑定技術の向上を目指した家
保職員向けの技術研修も行っています。

２　重要疾病への対応
（1）�高病原性鳥インフルエンザ：岡山県で

は、令和４年度は県内養鶏場で４件発
生しましたが、５年度は野鳥からウイ
ルスが検出されたものの６年度まで
農場発生はなく、穏やかなシーズンで
した。しかし今年度はすでに家きんで
の国内発生が確認され、加えて全国的
に野鳥で続々と高病原性鳥インフルエ
ンザウイルスが検出されており、差し
迫った状況となっています。当課では
今年度の机上および検査室での職員の
動きのシミュレーション、検査精度の
管理を終え、万全の検査体制をとって
います。この体制を稼働しなくて済む
ように願ってやみません。

（2）�豚熱：平成30年、豚熱が26年ぶりに国
内養豚農場で発生して以来、全国で発
生が継続していますが、本県の飼養豚
では発生していません。しかし、野生
いのししサーベイランスでは令和６年
２月から令和７年11月18日現在までに
64頭の野生いのししから豚熱ウイルス
が検出されています。つまり、本県で
はいつ豚飼養農場に豚熱ウイルスが侵
入してもおかしくない状況になってい

ます。当課では飼養豚を対象とした豚
熱抗体検査の実施を通して抗体の保有
状況を確認したり、豚熱ワクチン接種
適期の調査をしたりしています。

（3）�アフリカ豚熱：令和７年10月末に台湾
でも初めて感染が確認されました。東
アジアで発生がないのは日本のみに
なってしまい、楽観視できない状況で
す。侵入に備え、迅速な病性鑑定体制
の整備を継続します。

３　研究成果
　当課では病性鑑定業務と並び、調査研究
も重要な業務です。今回は豚熱抗体検査法
についての調査研究結果をご紹介します。

「豚熱抗体検査法の比較と活用方法の検討」
　岡山県では令和３年４月から県内全養豚
場において豚熱ワクチン接種を開始しまし
た。それに伴い豚群のワクチン抗体保有状
況の確認及び肥育豚のワクチン接種適期の
検討のため、免疫付与状況等確認検査（抗
体検査）を実施しています。検査にはＡ社
製ELISAキットを用い、抗体陽性率８割
以上の確認並びにワクチン接種適期推定の
ため中和試験を実施しています。しかし中
和試験はELISAと比較して感度（抗体を
有している検体を正しく陽性と判定できる
割合）・特異度（抗体を有さない検体を正
しく陰性と判定できる割合）は優れている
ものの、判定までに時間がかかることから、
Ａ社製ELISAおよび令和６年11月に新た
に販売されたＢ社製ELISAの結果を中和
試験結果（以下抗体価）と比較し、活用法
を検討しました。

（1）�Ｂ社製ELISAの反応時間が２時間ま
たは12時間～18時間（オーバーナイト、

〔家保のページ〕

岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課の
近況をご紹介します

岡山家畜保健衛生所
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O/N）の２種類あるため、それぞれ
を抗体価と比較検討しました。その
結果（表１）、感度は２時間反応では
87.1%（149/171）に対し、O/N反応で
は98.8%（169/171）と高く、両者に有
意差が認められました。特異度は、２
時間反応では、18.5%（5/27）に対し、
O/N反応では71.4%（5/7）と高く、両
者に有意差が認められました。感度及
び特異度ともにO/N反応が良好であっ
たため以降の検討はO/N反応で行いま
した。

表１　抗体価及びＢ社ELISA検査結果

（2）�抗体価とＡ社製ELISAおよびＢ社製
ELISAを比較しました。その結果（表
２）、感度は、Ａ社は92.6%（212/229）
に対しＢ社では97.8%（224/229）で、
両者に有意差は認められませんでした。
特異度は、Ａ社は57.5%（23/40）に対
し、Ｂ社は79.2%（19/24）で、両者に
有意差が認められました。感度はＡ社
Ｂ社ともに高かったものの、特異度は
Ｂ社の方が高いことが分かりました。

表２　抗体価及びＡ、Ｂ社のELISA結果

（3）�抗体価とＡ社及びＢ社のELISA結果
の相関を調べました（図１）。決定係
数は、Ａ社は0.835、Ｂ社は0.558となり、
回帰の有意性検定ではＰ値はいずれも
0.05以下と有意であり、定量性につい
てはＡ社製ELISAの方が良好である
ことが分かりました。

図１　抗体価とELISA結果の相関

（4）考察
　２種類のELISAの選択については、抗
体陽性率を適切に把握することが重要な
免疫付与状況等確認検査は、感度、特異度
ともに高く中和試験の結果に近いＢ社製
ELISAを、抗体価を把握する必要がある
ワクチン接種適期の指導には抗体価と相関
が高いＡ社製ELISAがより適していると
推察されました。Ｂ社については、疑陽性
６検体中４検体が抗体価陰性であり、運用
に際し注意が必要であると示唆され、運用
方法の検証のためにもデータを蓄積してい
く必要があることが分かりました。

４　最後に
　今年は春先から秋まで多種多様な病性鑑
定が続き、原因究明に大忙しとなりました。
また日頃から身近に迫る重要疾病の脅威に
晒されていますが、気力体力落とすことな
く、早期・迅速診断による蔓延防止に取り
組んでいく所存です。
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　こんにちは。４月から備中家畜診療所備
北出張所で勤務しております、安藤明日香
と申します。今回はこの場をお借りして、
自己紹介をさせていただきます。
　出身は和歌山県和歌山市、大阪まで１時
間の微妙な場所です。和歌山といえば南の
ほうにアドベンチャーワールドという動物
園があってパンダがたくさんいたのです
が、６月にみんな中国へ返還されてしまい
とても寂しいです。それでも今はペンギン
の赤ちゃんが生まれ、また盛り上がってい
るようで勝手に安心しています（YouTube
で毎日ライブ配信しているのでぜひご覧下
さい）。
　和歌山での花の女子高生時代は登山部
で、20㎏のリュックを背負い階段を往復す
る、あまりイケてないけど楽しい日々でし
た。このときの背負い方が悪くて今でも腰
痛持ちなのだけは後悔しています。方向音
痴のため地図読みを後輩に任せる最悪な先
輩でしたが、競技人口が少なすぎたおか
げで３チーム中２位というなんともいえぬ
成績で近畿大会に進出したこともありまし
た。これに味をしめてか？今でも山登りは
続けています。
　そのあと大学進学のため鳥取へ移り、そ
のまま鳥取の共済組合で３年間勤務してい
ました。はじめ鳥取行きが決定したとき、
大変失礼ながら、砂だらけの何にもない
ところだったらどうしようと思っていまし
た。すぐ母が「るるぶ」を買ってきてくれ、

「イオンモールがあるで！」と励ましてく
れました。結局鳥取には９年間住みました

が、とてもいいところでした。岡山での
生活ももうすぐ１年になりますが、こちら
もこちらで、晴れの日は多い気がするし、
イオンモールも大きいし、とてもいいとこ
ろです。これから、カブトガニ博物館など
気になっている場所をどんどん開拓してい
きたいです。
　獣医師を目指したのは、高校生のとき
にNHKで紹介された大動物獣医師の姿が
かっこよかったのがきっかけです。それま
では獣医さんといえば小動物のイメージ
で、こんな職業があるのかと衝撃でした。
実際自分に適性があったかは置いておい
て…牛には癒されるし、畜産業にも関われ
る、楽しくやりがいのある仕事だと思って
います。NHKに感謝です。
　まだまだ未熟な私を温かく迎え、様々な
ことを教えてくださる農家の方々にも、い
つも感謝しております。少しでもお役に立
てるよう精進していきますので、今後とも
よろしくお願いいたします。

〔共済フレッシュさん〕

転職からもうすぐ一年を迎えて
備中家畜診療所備北出張所　安藤　明日香

義実家の猫×３匹です。
表情豊かでたいへん愛くるしいです。
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　私は建設業を営みながら、和牛繁殖経営
を兼業でしています。小さいころから祖父
が和牛２頭を飼っている家で育ちました。
いつかは自分で牛飼いをするのが夢で、15
年前に畜産協会主催の和牛入門講座を受
講しました。その後、空き牛舎バンクに登
録していましたが、４年前、46歳の時に畜
産協会の紹介で今の牛舎を借りることにな
り、妊娠繁殖母牛２頭を導入して新規就農
しました。
　牛舎は小高い山の頂上にあり、もともと
水道もなく、当初は家からタンクに水を汲
んで運んでいました。徐々に頭数も増えて
きて、水が運搬だけでは間に合わなくなっ
たので、近くの市管理の貯水タンク（山の
頂上なので麓の水源地があった）から水道
を引いたり、また草地を単管で囲い放牧場
を整備したりしました。休日には家族みん
なで牛舎に行き、妻は牛舎横の畑で菜園を
したり、孫たちは自然の中で走り回って遊
び、夏にはプールをしたり流しそうめんを
食べたりして、アウトドア感覚で牛飼いラ
イフを満喫しています。夜間にお産があれ
ば、感動的な子牛の誕生を孫たちにも見て
もらい、自分の小さい時と同じ経験をして
もらえるのも嬉しく思います。

　牛飼いを始める前にも時間の都合がつけ
ば子牛市場を見に行ったり、共進会を見に
行ったりしており、その中で自分が育てた
牛で共進会に出場したいと思うようになり
ました。牛の導入２年目から共進会にも出
品させていただき、毎年県共出場も果たし
ています。上位入賞はなかなか難しいです
が、牛の選定、育成の目を養って、いつか
はグランドチャンピオンを受賞できるよう
に頑張っていきたいです。
　兼業農家のため基本朝晩しか牛舎に行け
れませんが、便利よくまた作業効率をよく
するためにMOWCAMカメラを牛舎内部
と外部に各一台設置しています。また牛温
恵も購入して、事故がないよう機器を整備
しています。これからも機械など順次導入
して歳をとっても牛飼いを続けれるように
整えていこうと思っています。地域の先輩
方に牛飼いは日々勉強、お産はその都度が
初めてということなども教えてもらいなが
ら、協力、指導をいただいています。
　来年2027年の北海道全共初出品を目指し
てこれからも日々牛飼いを楽しみながら頑
張っていけたらと思います。

〔畜産現場の声〕

内田畜産５年目の挑戦～北海道全共を目指して～
津山市　つやま和牛牧場　内田畜産　内田　健治

牛舎全景 共進会
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　一昨年からの飼料費・資材費の高止まりによる酪農環境は厳しい状況が続いている中で
はありますが、乳価の引き上げもあり明るい兆しもあります。
　このような情勢の中で本年度上期を終えた今、現況の乳量や生乳検査成績を通して乳質
を紹介します。

 １．生乳生産量（生乳検査対象乳量）
　図１は、令和５～令和７年度上期までの
岡山県の生乳生産量の推移です。今上期生
産量は45,401トンで、対前年同期比100. 2％
と昨年より若干増加となっています。
　４月から９月の半期で、前年より僅かな
がら減少していたのが６月及び７月のみで
した。例年ですと８月から９月に渡り大幅
な乳量減少がみられていましたが、前年よ
り乳量が増加しておりました。
　中国地区５県の生産量は対前年比99.6％でした。広島県が前年より減少したもののその他
の各県については前年比100％以上を維持していました。

２．乳成分
（１）乳脂肪率の推移
　図２，図３は、ホルスタイン種及びジャージー種の令和５年度から令和７年度の、乳脂
肪率の推移です。ホルスタイン種は、上期は昨年度よりやや高く、ジャージー種は４月か
ら６月及び８月はやや低く７月及び９月は前年より若干高く推移しました。

（２）無脂固形分率の推移
　図４，図５は、ホルスタイン種及びジャージー種の無脂乳固形分率の推移です。
ホルスタイン種は、４月～９月までの半期は昨年度より高めで推移しました。ジャージー
種も４月～９月の上半期は昨年度より高い値で推移しておりました。

〔生乳検査NOW〕

生乳検査ＮＯＷ：令和７年度上期
一般社団法人　岡山県畜産協会生乳検査センター

図１　生乳生産量の推移（岡山県）

図２　ホルスタイン種乳脂肪分の推移 図３　ジャージー種乳脂肪分の推移
10
月

11
月

12
月
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３．体細胞数
　図６は、本年度上期の中国地区各県の体細胞数30万未満／mlの適合率を、各月別にみた
ものです。
　鳥取県は、適合率が98.4％～86.4％で推移しているのに対し、岡山県は82.4％～60.8％と
鳥取県と比較して約16％から25.6％低く推移しています。また、本年の上半期は昨年より適
合率が上がっています。
　図７は、本年度上期の体細胞数適合率を、岡山県の地区別にみたものです。令和７年度
上期の平均で見ると70％以上であったのは真庭地区、東部地区、びほく地区、備南地区と
なり、西大寺地区、津山地区は70％以下の適合率となっていました。

　
 

４．細菌数
　図８は、岡山県の地区別の細菌数10万未
満／mlの適合率を、地区別にＲ６年及び
Ｒ７年を対比した表です。Ｒ７年95％以上
であったのはびほく、津山、東部、真庭地
区に対して、西大寺地区91.6％、備南地区
92.8％と若干低い適合率となりました。全
地区でＲ６年よりも若干適合率が下がりま
した。

図４　ホルスタイン種無脂乳固形分の推移

図６　県別体細胞数適合率（Ｒ７年度上期）

図５　ジャージー種無脂乳固形分の推移

図７　地区別体細胞数適合率（Ｒ７年度上期）

図８　地区別細菌数適合率比較表
  （Ｒ７、Ｒ６上期比較）
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会長  中村　金一
役職員一同

謹　賀　新　年

謹　賀　新　年

謹　賀　新　年

会長理事  三 宅 雅 之
〒７００－０８２６　岡山市北区磨屋町９番１８の４０１号（岡山県農業会館）
ＴＥＬ（０８６）２２２－３２１８　　ＦＡＸ（０８６）２２６－３４４３

農家のための優良保証機関
岡山県農業信用基金協会

理事長  坂本　修三
役職員一同

〒７００－０９７３　岡山市北区下中野３５０－１０３
ＴＥＬ（０８６）２４１－４７３３　　ＦＡＸ（０８６）２４１－４７２２

（一社）岡山県配合飼料価格安定基金協会

公益社団法人 岡山県獣医師会

〒700-0973　岡山市北区下中野350̶103
TEL （086）243－1879 FAX （086）241－8543 http://www.oka-vet.or.jp/

畜産経営の安定に寄与する

会長  狩谷 和宏
　　　役員一同

岡山県家畜人工授精師協会
謹　賀　新　年

当協会は家畜改良増殖の促進と家畜人工授精技術の向上を通じて、
岡山県の畜産振興に尽力します。
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謹　賀　新　年

岡 山 県 孵 卵 協 会
会長　山　上　祐一郎

謹　賀　新　年

役　員　一　同
会長　安　原　健　二

謹　賀　新　年

〒708-0841　津山市川崎86-1
TEL 0868-26-1180　FAX 0868-26-6836

畜産機械器具、資材取扱
謹　賀　新　年

代表取締役　柿 本 平 三
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謹　賀　新　年

謹　賀　新　年

岡山県養豚振興協会
会長  梶田 謙二

事務局　岡山市北区磨屋町９－１８　岡山県農業会館
　　　　（一社）岡山県畜産協会内　（０８６）２３４－５９８１

檜尾　康知

謹　賀　新　年

謹　賀　新　年
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お問合せ：（公社）中央畜産会　経営支援部（情報）　TEL03-6206-0846

畜産現場の“今”を30分の番組にしました！
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください！

：容内の中信配

◀スマートフォンからはこちら
▼パソコンからはこちらで検索

がんばる畜産

（公社）中央畜産会からのお知らせ

ヨーロッパアルプ酪農の力とチーズ
街道 オーストリア・ブレゲンツァー
ヴァルト／日本畜産学会100周年
第132回大会総集編／国際養鶏養豚
総合展2024 総集編　ほか

Y
福之姫×美津照重×忠富士 安亀忠×美津百合×安茂勝

忠太1Y Y
福之鶴×福之姫×美津照重

鶴姫重
P黒1184  - つるひめしげ -

藤
良
系 千寿剣

P黒1162  - せんじゅけん -
藤
良
系

P黒1232  - ちゅうた1 -
気
高
系

謹賀新年

岡山種雄牛センター TEL : 0868 - 57 - 2475

性別が選べる時代だからこそ    

黒毛和種性選別精液を選んでみませんか？

知恵久
P黒1045  - ちえひさ -

Y X

・市場価値の高い雄子牛を生産したい

・後継牛を取らない母牛からは積極的に

　雄子牛を生産したい

   精液Y    精液

・雌肥育向けの子牛を生産したい

・高能力雌牛から後継牛を効率よく確保したい

・未経産の雌牛には難産のリスクを避ける

　ために雌を生ませたい

X

謹  賀  新  年

令和３年度現場検定

新規選抜種雄牛
－多様なニーズに応える実力派が集結！

岡山種雄牛センター
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謹 賀 新 年
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謹　賀　新　年

謹　賀　新　年

人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
 TEL 0532-34-3821 FAX 0532-33-3611 

・北海道支店 
 札幌 
 
・東日本支店 
 前橋、松本、旭、茨城、栃木、東京 
 大宮、宮城、福島 
 
・中日本支店 
 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 

本 社 

営業所 

東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 

人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
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・東日本支店 
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 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 
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東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 

人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
 TEL 0532-34-3821 FAX 0532-33-3611 

・北海道支店 
 札幌 
 
・東日本支店 
 前橋、松本、旭、茨城、栃木、東京 
 大宮、宮城、福島 
 
・中日本支店 
 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 

本 社 

営業所 

東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 
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〒701-0145 岡山県岡山市今保154-7

Tel.086-295-9230　Fax.086-295-9240

Email : jyuchiku-info@po.oninet.ne.jp

謹　賀　新　年

謹　賀　新　年
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謹　賀　新　年

謹　賀　新　年
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地方競馬の収益金の一部は国内の畜産振興に役立てられています。

高 知 競 馬 開 催 案 内（２０２６）

発行人　中塚陽二郞　　　編集人　藤原裕士  
発行所　一般社団法人  岡山県畜産協会
〒７００－０８２６  岡山市北区磨屋町９－１８  岡山県農業会館５階
TEL０８６－２２１－０５１１　　FAX ０８６－２３４－６０３１
印刷所  　ノーイン株式会社

岡山畜産便り　１月号（新春号）
第７７巻　第１号（通巻７２０号）
令和７年１２月２６日発行
定価２５０円（消費税・送料含）

旅に出ると、思いがけない場面で人の優しさに触れることが
ある。先日、友人と地下鉄に乗った。車内には一席だけ空席が
あり、私は友人に座るよう促し、自分は立ったまま話をしていた。
すると、友人の隣に座っていた男性が、静かに立ち上がり、
私に席を勧めてくれた。一見して異国の人とわかるその男性に、
私は一度は遠慮したが、彼は何も言わず、ただ扉の前に立った
ままだった。その沈黙の中に、説明も主張もなく、背中で善意を
置いていくような気配を感じた。私は彼に一礼して座らせてもらい、
降車時にもう一度礼を伝えた。彼は少し照れたように視線を
逸らし、足早に階段を上がっていった。その後ろ姿を見送りな
がら、思いやりを自然に差し出すことが当たり前の場所で育っ
た人なのだろうと感じた。今の日本は、他人を思いやる余裕を
失いつつあるのかもしれない。それでも、ほんの一瞬でも周囲に
目を向け、言葉にせずとも思いやりを手渡すことができたなら、
その一日は少し温かいものになる。私はそう信じている。（H.F）

あとがき

令和７年度おかやまフォーベルネット第２回研修会を開催しました！
　令和7年12月10日（水）、まきばの館にて、びほくトマト
部会女性部の皆さまと異業種交流会を開催しました。
津山圏域消防組合旭出張所のご協力のもと、農作
業中の事故を想定した応急手当講習を実施し、
打撲・打ち身への対応を中心に三角巾の使い方や
止血法、熱中症やハチ刺傷時の対処法を学びました。
その後、会員生産の畜産物と女性部会提供の野菜
を使ったBBQを囲みながら各々の業種の活動などに
ついて情報交換を行い、「おいしかった」「また購入し
たい」といった声が聞かれました。

ホ ッ ト ニ ュ ー ス
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津山市　内田　健治さん（和牛繁殖）

〔家保のページ〕
　岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課の近況をご紹介します
　　　岡山家畜保健衛生所 14

〔共済フレッシュさん〕
　転職からもうすぐ一年を迎えて
　　　備中家畜診療所備北出張所　安藤　明日香 16

〔畜産現場の声〕
　内田畜産５年目の挑戦～北海道全共を目指して～
　　　津山市　つやま和牛牧場　内田畜産　
　　　　　　　　　　　　　　　内田　健治 17

〔生乳検査NOW〕
　生乳検査NOW：令和７年度上半期
　　　（一社）岡山県畜産協会生乳検査センター 18

新年にあたってのご挨拶
　　　（一社）岡山県畜産協会
　　　　　代表理事会長　中塚　陽二郞 1

年頭の挨拶
　　　岡山県農林水産部畜産課
　　　　　畜産課長　森分　哲彦 2

〔令和７年度座談会〕
　耕畜の橋渡し役コントラクターと考える
　中山間地域の飼料生産と農地保全
　　　（一社）岡山県畜産協会 3

〔家畜衛生〕
　家畜伝染病対策について
　　　岡山県農林水産部畜産課 10

〔技術のページ〕
　牛の発情発見のポイント
　　　農林水産総合センター畜産研究所 12

生乳集荷の「安全・安心」な輸送業務に取り組んでおります。
株式会社　きびじ酪農運輸　　代表取締役　笹野　英明

０９７８－３９）６６８０（LET　１－０７田門市社総　６５１１－９１７〒　　　社　　　本
阿曽事務所　　　〒７１９－１１０３   総社市西阿曽前田１９３－４

１０３８－９９）６６８０（XAF　　００３８－９９）６６８０（LET　　　　　　　　

謹　賀　新　年

腐植・フルボ酸で
畜産のあらゆる課題を解決！
腐植土とは

落葉樹の落ち葉と有機物と無機物が約8,000年もの間地中に埋蔵
され、発酵と熟成を繰り返して生成されました。フミン酸、フル
ボ酸、天然ミネラル、アミノ酸、ビタミン、有用菌などを豊富に
含むユニークな土壌です。フミン酸、フルボ酸の化学構造や種々
の性質は未解明な部分も多い神秘的な物質です。 ▲ 腐植ペレット

▼ 腐植粉剤

排水処理
浄化促進･悪臭防除･汚泥改質

補助飼料
発育促進･飼料節約･疾病防止

堆肥
無臭化･発酵促進･土壌改良

飲水改善
水質改善･発育促進･疾病防止

〒143-0016  東京都大田区大森北2-3-16 第一かぎわだビル4F
TEL : 03-5493-2771 FAX : 03-5493-2776 MAIL :info@enzyme.co.jp
担当：末吉（090-5704-0011)
HP : https://www.enzyme.co.jp/


